



























しやすいとされている身長×0.312 ㎝の計算式による高さを用い、さらに－5 ㎝、＋5 ㎝、
＋10 ㎝、＋15 ㎝と高さを調節して 5 段階に設定した。対象者数は、筋電図学的解析による










【考察】         
研究 1：あん摩マッサージ指圧師養成施設における腰痛予防教育は、52 施設中 30 施設
で実施していたが、多くは作業要因である施術姿勢に着目し、環境要因である治療台の高
さを指導する施設が少なかったことから、施設によって教育内容に偏りがあることが明ら
かとなった。腰痛予防を目的に治療台の高さを指導する施設には、腰痛を訴える学生が少
なかったことから、治療台の高さも含めて腰痛予防教育を指導することで、学生の腰痛予
防に繋がる可能性がある。 
研究 2：治療台の高さが身長×0.312 ㎝の高さより低くなると胸郭前傾角度、腰部脊柱起
立筋の筋活動量、腰部負担感が増加したことから、あん摩マッサージ指圧師は、治療台の
高さを調節することで、施術姿勢が変化し、腰部の負担を軽減できることが明らかとなっ
た。あん摩マッサージ指圧師に対する腰痛予防教育は、施術姿勢だけでなく、治療台の高
さを調節しながら施術を行うように指導することが必要である。作業要因としては、施術
姿勢を指導する時に胸郭前傾角度に着目することが重要である。本研究では、明確な根拠
を得るまでに至らなかったが、骨盤前傾角度を制限して上部体幹を屈曲し、腰部から体幹
重力の重心線までのモーメントアームの距離を短くするように指導することで腰部の負担
を軽減でき、上方から圧迫しやすい施術姿勢となる可能性がある。環境要因としては、治
療台を高くすることで、腰部脊柱起立筋の筋活動量と腰部負担感が減少することが明らか
となった。しかし、治療台が高くなることで胸郭前傾角度が小さくなり、僧帽筋上部線維
の筋活動量と頸肩部負担感が増加したことから、高すぎる治療台は体幹の体重を用いて圧
迫することが困難となる可能性がある。腰痛予防に主眼を置いて実技指導をする時は、腰
部の負担だけでなく、押しやすさにも配慮することで教育の中で普及しやすくなると考え
る。 
【結論】 
本研究の結果、あん摩マッサージ指圧師養成施設における腰痛予防教育は、作業要因で
ある施術姿勢と環境要因である治療台の高さの双方から適切に指導することが重要である
と提言する。あん摩マッサージ指圧師は、昇降式治療台を使用して、施術方法と施術対象
部位に応じて適宜高さを調節することで腰部の負担を軽減することが可能であると考える。
あん摩マッサージ指圧師養成施設は、腰痛予防に関する自己管理ができるあん摩マッサー
ジ指圧師を育成するため、腰痛予防教育を実施する施設数を増やし、今後さらなる研究検
討を行い、研究成果を教育に導入する必要がある。 
